
内部統制の目的（第２条）
1.業務の有効性・効率性の向上 2.法令等の遵守の促進 3.資産の保全 4.財務報告の信頼性の確保

適用範囲：本学の役員及び職員に適用（第４条）
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※広島大学内部統制規則に基づき作成

・内部統制の整備・運用に関し最終責任（第５条）

・内部統制の推進を総括，体制を整備，定期的な
状況報告に基づき必要な改善策を検討（第3条）

内部統制推進部門（各業務組織）

・重大な問題発生，不正・違法行為・不当事実の発見，通報があった場合は報告（第8条）

内部統制担当役員（各理事）
・所掌する業務の内部統制の整備・運用を推進、状況把握・監督（第6条）
・重大な問題が発生したとき緊急措置・是正措置を講ずる（第6条）
・理事（財務・総務担当）は、各業務にわたる事項，共通する 事項の統括・調整（第6条）
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（第９条）

内部統制推進責任者（運営支援部長・GL等・部局等の長）
・所掌する業務の内部統制の整備・運用を推進，状況を把握し適時見直し（第7条）
・内部統制の不備を発見した場合，是正措置を講じる（第7条）
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